




































































い｡ さて, 著者は, マライ文学を ｢旧文学｣と ｢新
文学｣とに分け,更に夫々を Puisi(散文), Prosa








戯纏詩, 6.Gurindam (両行諺詩), 7.Sharer(史
詩或雑事詩), 8.BahasaBerirama (有施律的散



































University Press,New Haven andLondon,
1961.xxiii+560p.
YaleLinguisticSeriesとして, 今まで, Rus-







































は異る. Aku k61ingan (-ilang)mug6mug6.
(Ng.)≪私は希望を失った≫｡ 更に語根を名詞化す
る機能もある｡kewarasan(-waras)≪健康≫｡そ
れ故に p.437に掲げられたこの項目の用法一覧表に
も,k(e)-(an)は省いてあるが,元来,別に考察す
べきものであろう｡この用法は,発生的に自然界に存
在する或る大きな力によって人間の無意識の内に引き
起された行為を表現したと考えられ,その表現様式は
今も残っている｡
本書は,一貫して現在の日常会話を教えるのに目的
があり,ジャワ文字など一切掲げていないし,又,そ
れに伴うジャワ文学の例も殆んど載せられていない｡
これがこの大冊をして少々,物足りなさを感じさせる
所以であるが,それを別にすれば,生きたジャワ語学
書として推薦するに価する｡ (崎山 理)
E.C.J.Mohr& F.A.vanBaren･.Tropical
Soils.ACriticalStudyofSoilGenesisas
RelatedtoClimate,RockandVegetation.
Amsterdam,1953.xiii+473+ixp.
共著者の一人 E.C.Mohrはオランダの土壌地質
学者で,1905年から1920年にかけてバイテンゾルフ植
物園の土壌地質研究所長として当時のオランダ領イン
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